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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・ホールに設置してある時計の電池交換を本日行なっています。

・院内の歯科は次回、3月19日（水）となります。

・川端Drより、「アルツハイマー病・ケアの要点」の資料が配布されています。各自読み、参考にして下さい。又、個別に欲しい方は佐藤ＡＯＭまでお願いします。

・枕カバー紛失について、ゴミと一緒に捨てられた可能性もあり、在庫が無い為、

青春の方から庶務チームへ発注を出す事としています。今後、このような事が無い

様北病棟ではシーツ交換日、枕カバーはシーツと一緒にまとめて洗濯場へ出す事と

しています。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　淳様～3/8～3/9までの「外泊時の生活について」の用紙をご家族様が面会

時に持参する予定となっています。面会についたスタッフは確認

お願いします。

・滝沢　久江様～本日の院内歯科にて、上の義歯作成しています。先週は下の義歯を

作成していますので、上下義歯を着用しています。

・東海林　康之様～本日、眼鏡屋の方が来られ、新しい眼鏡受け取っています。又、松尾歯科へ行かれています。次回の受診日は、3/19（水）11：00からとなっています、次回の受診で歯科は終了となります。

・平　京子様～本日15：30より青山荘スタッフとの面談（2回目）を行っています。

　　　　　　　入院時の状況を本人へ確認しています。次回（3回目）は、3/17（月）15：30から面談行う予定としています。

・鷹巣　淳一様～本日、主治医・ご家族（姉様）・本人・ＰＳＷ・病棟スタッフ含め、面談を行っています。ご家族へ現在の状態を伝え、入院前の幻覚・妄想について振り返りを行って頂き、本人は後悔すると共に「自覚出来た」と話されています。本人・ご家族へ服薬継続の必要性や生活上の留意点を説明し、話し合っています。姉様より、以前飲酒すると、食事もしなくなり、夜中まで起きて不規則な生活になってしまっていた事があったと話され、飲酒による生活リズムのズレや食事をしない事が心配である事お話ありました。主治医より、薬とアルコールの相互作用について説明し服薬の方を重視する様お話しありました。ご家族の都合もあり、退院日を3/30（日）10：00と決定しています。

＜猪股Ｄｒ診察報告＞

・沢田　三朗様～散歩目的の為、3/16（日）13：00～17：00まで、外出希望あり、担

当医より、許可得ています。帰院後は、外出中の様子や疲労感の

有無や病棟日課・プログラムの観察・確認を行っていきましょう。

・中野渡　鉄男様～排便コントロール目的の為、シンラック1本処方となっています。引き続き、排便状況や腹部マッサージ促していきましょう。

・島浦　美千男様～3/11本人・ご家族・ＰＳＷ・病棟スタッフと青風荘入所について、話し合った事・青風荘入所に対して本人は、消極的である事、

担当医へ情報提供しています。問診時、本人より「ここにはいられないと言われた」と発言聞かれています。担当医より、入所の方向で考えていく事、再度伝えています。

・五日市　規様～診察時、時折他者の独語に対してイライラすると訴え聞かれています。現在は、自制内であり行動化なく経過していますが、イライラ感の有無・病棟日課・プログラムの取り組み状況・他者とのトラブル無い様、観察・確認を行っていきましょう。

・蛯名　勝幸様～外泊訓練目的の為、3/15（土）13：00～3/16（日）17：00まで、外泊希望あり、担当医より、許可得ています。外泊へ行かれる前に担当スタッフと共に外泊中の目標について話し合っています。

1 彼岸団子作り

2 春物の衣類購入

3 ご家族とのコミュニケーション

4 生活リズムを守る

　　　　　　　　帰院後、外泊中の様子について振り返りを行う事としています。

　　　　　　　　本人より、「2週間くらい眠気がある」と訴え聞かれています。担当医より、様子観察の指示ありました。引き続き、病棟日課・プログラムの取り組み状況など観察・確認していきましょう。

＜注目患者様＞

・坂本　のり子様～担当スタッフと共に菓子の受け取り時間について、話し合っています。本人は、1日3回の菓子受け取りを希望しており、　　　　　　　　　朝→7時　昼→11時　夜→17：30　と設定しています。

一度に渡す量を本人へ確認すると、「チョコパイ2個とパン3個ぐらい」と話されている為、一度に食べる量だと多い事・渡す量についてはその都度スタッフが量を考えて渡す事を本人へ伝えています。

＜ＳＳＴミーティング＞

・今週のＳＳＴは短期目標の振り返りを行います。

＜食事サービス委員会より＞

・北病棟で4.5名、副食を多く盛る方がいます。レストランについたスタッフは、

見本通り盛る様、声掛け行っていきましょう。

H19年度　北病棟G　業務報告

担当業務( ナイトプログラム )

                                 　　　　　　　　 報告者　　加藤Cw・番地Cw

【業務内容】　　

企画者からナイトプログラムの計画を取りまとめ、企画書を期限内に提出する。月間予定を作成し、患者様にお知らせする。

【報告内容】

	実施できているもの
	小グループ化し、6ヶ月後患者様からアンケートを取った結果、小グループした事で患者様一人一人が取組み易さを感じているとの回答が聞かれており、SSTでの個々に合わせレベルに分けたグループともに連動し患者様自身も自覚してきている。社会復帰グループでは4名退院。


	修正が必要なもの
	慢性期の特徴や個々のニーズ・レベルを把握し、ナイトプログラムの軸や集団療法としてのメリット・デメリットを評価・検討した上でサポートし患者様へ介入していくこと。

	実施できなかった原因
	スタッフで全体のプログラムの意義や軸となるもの、患者様のニーズ・慢性期の特徴を充分に周知していない事から、うまく介入方法について基準がない為、プログラムの内容に非効果的となってしまっている。

	来年度に向けて
	スタッフ個々で小グループのニーズ・レベルを把握し、メリット・デメリットをSSTと連動し定期的に評価・検討を行う。

→評価日を9月・3月の中間サマリーとともに設定し評価・検討を行う。

→カンファレンスの時間（週1.2回）を利用しグループ編成の見直し・検討を行っていく。

→実施記録の充実。

スタッフはサポーターとして、活性化を図る為患者様への介入が必要。

	引継ぎ事項
	スタッフが小グループにした意義を把握し、患者様に効果的なプログラムを提供していく為には、実施記録の充実・中間サマリーの時期やカンファレンスの時間を利用し評価・検討を行っていく必要がある。













